
 

                      
出席・SAA委員会       代理：相倉 辰徳委員 
例会出席はクラブ活動の原点である。 
・例会への出席を優先し、欠席が止むを得ない場合は、
メークアップにてこれを補完する。 

・IM、地区大会、国際大会等への出席を会員に促す。 
・常に例会中は委員が率先して和やかな雰囲気づくり
に務める。 

・ゲスト、ビジターに対してホスピタリティあふれる
対応に務める。 

・スマートな例会の進行になるよう務める。 
 
会員増強・退会防止委員会     張 碧華委員長 
新会員の勧誘は全会員の責務です。友人、同僚、仕事
を通した友人、地域のリーダーに熱意を持って ロー
タリーの魅力をアピールしましょう。    
1.ロータリーの目的(奉仕の理想)を理解しましょう。    
2.例会で親睦の良さや卓話の魅力を感じてもらい、お
茶の水 RCの活動を楽しんでもらう。  

3.多様な意見を受け入れ、寛容な姿勢で臨み、和気
藹々とした魅力あるクラブをめざします。 

 
雑誌会報・広報・ロータリー情報委員会 

松島 健委員長 
活動内容は今年度とほぼ同じです。「ロータリーの友」
から委員が感銘、興味、印象に残った記事を、毎月交
代で紹介します。また、地域社会での奉仕活は重要だ
と思います。地域の歴史や習慣を理解し、奉仕に結び
付け増強に反映されればと思います。 
 
親睦活動委員会          岩佐 彰彦委員長 
３つの活動を予定しています。 
1．納涼家族親睦会は７月 10 日（水）に増上寺を見学
し、とうふ屋うかいでお食事会を行います。 

2．クリスマス家族親睦会は 12 月 4 日（水）ですが、
詳細は未定です。 

3．誕生日祝いはご自宅に季節のフルーツをお届けさ
せて頂きます。時期によって収穫豊かなときとそう
でないときもあると思いますが、美味しいものを厳
選してお送りします。 

 
プログラム委員会         大原 正道委員長 
クラブ会員が広く知識を深め、豊かなロータリーライ
フを実現することを目的とし、既存会員の維持および
新規会員獲得に少しでも貢献出来ればと考えます。 
会員卓話、他クラブ会員、外部卓話で、面白くために
なる卓話にしたいと思っております。 
 
職業奉仕委員会           奥山 聡委員長 
「基本方針」は、職業奉仕はロータリー活動の真髄で
ある。「活動内容」は、会員相互の職業理解を深めま
す。その目的の為、自己の職業奉仕の捉え方や実践に
ついて、会員に卓話をしてもらいます。イニシエーシ
ョンスピーチではお話して頂いておりますが、ロータ
リー歴の長い方のお話をあまり聞いたことがないので、
最近の職業の話や職業を通しての奉仕の話、また、卓
話でお招きした方の職業奉仕のお話が聞けたらと思い
ますので、プログラム委員会と連携して実施します。 
 
社会奉仕委員会       代理：岡田 邦夫委員 
1.千代田区クリーンプロジェクトの実施 

 
 
年間４回第 2土曜日(予定)グループを組んで千代田 
区内の清掃。 
 
 

 
2.毎月第一例会で「ロータリー希望の風奨学金」への
寄付を募る。  

3.「月一回断食基金」で集まった基金で、千代田区障
害者共助会のクリスマス会、または新年会に於いて
プレゼント等の支援。 

4.重い病気や障がいのある子どもとその家族の支援を
している NPO 法人「親子はねやすめ」に月一回の寄
付を募る。 

5.「MLT こどもプロジェクト」を支援。MLT こどもプ
ロジェクトは、千代田区在住で親が裕福なために公
の支援を受けられない、不登校や精神的障害がある
子供たちへ、修学支援や精神的サポートをしている
NPO 法人であり、それに補助金と会員のサポートで
支援を行うものです。 

  ・地区補助金  年額 50万円 
 ・クラブ寄付金 年額 15万円 
 
国際奉仕委員会         佐々木 啓策委員長 
1. タイ・チェンライの子供たちへの支援      
2. かものはしプロジェクトへの支援   
3. ベトナムの元米山奨学生、タオさんへの支援はま
だ、はっきりしていませんが、具体的になりました
ら検討します。 

ブラジルのかえるプロジェクトへの支援は、当クラブ
の財政赤字のため、支援 10 年を機に終了といたしま
す。発起人の元小田会員には連絡済みです。 
 
米山・ロータリー財団・ニコニコ監督委員会  

代理：西村美智子副幹事 
公益財団法人 ロータリー米山記念奨学会は、日本に
おいて外国人留学生に奨学金を贈る、民間最大の奨学
活動を行う組織です。当クラブで受け入れた幾人もの
優秀な奨学生は、立派に学業を成就され母国に戻り日
本との友好親善に寄与されています。この奨学事業こ
そが、日本のロータリークラブ独自の国際奉仕である
との観点からも、会員のご理解とご協力をお願いして
いきます。 
1.いずれの課題も基金を要することです。 

クラブメンバーが自主的にこれらに寄付に参加して
頂くのが、クラブをはじめ、広くはロータリー活動
の質を高めることにつながります。 

2.米山記念奨学会および、ロータリー財団の歴史、諸
活動を知り理解を深めることがより高い奉仕活動に
つながります。 

3.事業の遂行に関して会員の理解と協力を得るととも
に、状況に応じて寄付金を募る。 

 
青少年奉仕委員会         俣野 幸昭委員長 
本年度は青少年交換留学生の受け入れはございません。 
・地区の青少年交換事業のサポート及び当クラブにお
ける青少年交換事業への啓蒙と協力に努めます。 

・ローターアクト、インターアクト、ローテックスの
メンバーに活動内容を卓話して頂く予定です。 

・ＲＹＬＡ（ロータリー ユース リーダーシップ ア
ワード）日本語では、ロータリー青少年指導者養成
プログラムで、次世代のロータリアンを育てるプロ
グラムです。地区委員の方に卓話をして頂き、皆様
にご理解して頂ければと思います。 

 
 
閉会点鐘              奥山 聡会長   
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